
旧柚木家住宅（西爽亭）

指定区分 国登録有形文化財（建造物）

読みかた きゅうゆのきけじゅうたく（さいそうてい）

所在地 倉敷市玉島

指定年月日 平成12年10月18日

解説

柚木家は、江戸時代に備中松山藩から奉
行格の待遇を受け、藩の蔵等も管理して
いた玉島の大庄屋兼商家である。現在残
る旧柚木家住宅は、主屋に附属する座敷
棟で、菅茶山[かんちゃざん](1748～1827）
によって、「西爽亭[さいそうてい]」と名付
けられた。主屋は木造平屋建、本瓦葺で、
他に御成門と屋敷地南隅の茶室とで構成
される。御成門は、鬼瓦を隅棟にのせた本
瓦葺で、備中に残る民家の中で最大級の
規模を誇る。

アクセス方法

公開状況

入館9:00～17:00，西爽亭部分無料，生涯
学習施設（会議室）有料，休館：月曜・祝
日・年末年始・その他，問合先：086-522-
0151

設備

備考
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せつめい

江戸時代（えどじだい）の中ごろに建（た）
てられた主屋（おもや）・御成門（おなりも
ん）・茶室（ちゃしつ）があります。御成門
（おなりもん）は、備中（びっちゅう）の民家
（みんか）の中で、もっとも大きなもののひ
とつです。柚木家（ゆのきけ）は、玉島港
（たましまこう）の商家（しょうか）で、村役
人（むらやくにん）も務（つと）めていまし
た。

きっずページ


